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課題番号８
Ox（光化学オキシダント）とは

Ox発生のメカニズム

・光化学スモッグの原因
となる大気中の酸化性
物質の総称

・主成分はO3（オゾン）

・高濃度になると粘膜を
刺激して健康被害を
引き起こす

昭和４７年頃から約２００局で
常時監視を開始

全国約１，２００局で常時監視を実施！

NOｘや
VOCなど

O3（オゾン）生成の原因物質

・主なO3の生成源

・反応性が非常に低いメタンを除いた
ＮＭＨＣ（非メタン炭化水素）として
扱うことが多い

・太陽光を受け光化学反応を
起こしてO3を発生する

NOx

ＶＯＣ ・様々な有機成分の総称

・ O3の生成では一種の触媒
として作用する

Oxの大気汚染常時監視の状況
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宮崎県大気汚染緊急時発令基準等

発令基準に該当し、大気汚染の
状態が継続すると認められるとき

注意報等を発令！

「みやざきの空」ＨＰで発信！

環境基準

注意報基準
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0.06ppm以下であること
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NOｘ、 NMHCの大気汚染常時監視の状況
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Ox（光化学オキシダント）注意報発令

宮崎日日新聞（令和元年５月２４日）

最高濃度
0.136ppm

令和元年度の局別Ｏｘの推移

局別Ｏｘ値推移グラフ（５月２３日～２５日）

19時 0.121ppm

延岡保健所

17時 0.126ppm

大王谷小学校

13時 0.136ppm
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注意報基準 黄色枠：８時～１８時の時間帯

夜間でも高濃度を維持

調査研究の目的

• 宮崎県のOxに関する蓄積データの解析

• 原因物質であるNOｘ等との相関を解析

• 世界の経済活動の状況等との相関を解析

宮崎県におけるOx濃度の変動と高濃度
要因を明らかにする
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調査計画

令和３年度：昭和５９年度から令和２年度の
Ox濃度に関するデータの解析

令和４年度：原因物質との相関解析
天気図及び後方流跡線の調査

令和５年度：世界の経済活動の状況等との
相関解析

調査研究の対象

・宮崎県内、九州各県及び全国の一般局及び自
排局のデータ解析を行う。

一般局：大気の汚染状況を常時監視する測定局
自排局：自動車排出ガスによる大気の汚染状況を常時監視

する測定局

一般局 自排局

調査項目

・Oxの昼間（６時～２０時）の１時間値

・NOｘの全ての１時間値

全国では、Oxの主成分であるＯ3が太陽光を受け光化学

反応で生成することから、太陽の出ていない夜間の測定
値を除外した昼間の時間帯の測定値を集計している。

・NMHCの６時から９時の３時間平均値
全国では、日中のOxの生成を監視するため６時から９時
までの３時間平均値を集計している。

・Oxの全ての１時間値

結果
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宮崎県のOxの年平均値
（全ての１時間値と昼間の１時間値）

校正調整

・ 平成６年度以降ほぼ横ばいで推移
・昼間の１時間値の年平均値の方が高い

Ｏｘの昼間の１時間値の年平均値

・ 全国では若干上昇傾向
・宮崎県は、全国よりも低い値で推移

NOxの全ての１時間値の年平均値

・ 全国の自排局では急激な減少傾向
・宮崎県は、全国よりも低い値で推移

NMHCの６時から９時における年平均値

・ 宮崎県、全国共に減少傾向
・宮崎県は、全国とほぼ同じ推移
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Ｏｘの昼間の１時間値の月平均値
（昭和59年度から令和２年度）

・ 春と秋にＯｘ濃度の上昇があり、特に春に最大値

九州各県のOxの昼間の１時間値の月平均値
（平成30年度）

・ 九州各県ほぼ同じ季節性の変動
・宮崎県は低い傾向

九州各県のNOｘの全ての１時間値の月平均値
（平成30年度）

・ 九州各県ほぼ同じ変動
・宮崎県は低い傾向

九州各県のNMHCの６時から９時における月平均値
（平成30年度）

・ 九州各県不規則に変動
・宮崎県は低い傾向
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Ｏｘの昼間の１時間値の年最高値

注意報基準

・ 0.12ppmを超える高濃度事例が度々確認

考察

・ 全ての１時間値の年平均値よりも昼間の１時間値の
年平均値の方が高い

Oxの発生は、県内での光化学生成が一つの要因？

宮崎県のOxの年平均値

宮崎県に発生源が少ないことが影響？

・ NMHC濃度が全国とほぼ同程度

・ NOｘ濃度が全国よりも低い

自動車排出ガスによる汚染が影響？

全国との比較

宮崎県のOx濃度が全国よりも低い要因？
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・ 原因物質は減少傾向、Ｏｘ濃度の年平均値ほぼ横ばい

県外からの移流も一つの要因？

・原因物質であるNOｘ、ＮＭＨＣ濃度が減少傾向

自動車やボイラーなどの排ガス規制によるもの？

Oxと原因物質の関係

・ 九州各県Oxの月平均値はほぼ同じ挙動

九州でのOxの発生要因は類似？

九州各県の月平均値の比較

・ 九州各県原因物質とOx濃度の変動が合致していない

九州外からの移流も一つの要因？

まとめ

・宮崎県内での光化学生成

宮崎県のOxの発生要因は、

・県外からの広域移流

・九州外からの長距離移流（越境汚染を含む）

などの多くの要因が複雑に影響していると
考えられる。

今後の展開

高濃度時の天気図及び流跡線の調査を実施

令和４年度

宮崎県における高濃度要因を明らかにする
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